研究室だより by unknown
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研
究
室
だ
よ
り
人
事植
田
麦
助
教
、
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
退
職
。
寺
師
香
織
助
手
、
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
退
職
。
訃
報平
成
十
二
年
三
月
ま
で
、
大
東
文
化
大
学
に
ご
栄
転
な
さ
る
ま
で
本
学
に
在
籍
さ
れ
た
、
名
誉
教
授
の
田
中
有
（
東
竹
）
先
生
が
、
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
九
日
、
七
十
四
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
は
書
家
と
し
て
著
名
で
、
読
売
書
法
会
常
任
理
事
・
謙
慎
書
道
会
常
任
理
事
等
を
お
勤
め
で
し
た
。
本
学
で
は
学
生
部
長
を
お
勤
め
に
な
り
、
よ
り
良
い
学
生
生
活
を
影
な
が
ら
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
研
修
旅
行
【
学
部
】
平
成
二
十
二
年
九
月
十
五
日
（
水
）
〜
十
七
日
（
金
）
奈
良
・
京
都
引
率
池
田
三
枝
子
教
授
上
代
文
学
基
礎
演
習
を
受
講
す
る
学
生
を
中
心
と
し
て
、
二
十
五
名
が
参
加
し
た
。
折
し
も
平
城
京
遷
都
一
三
〇
〇
年
と
い
う
こ
と
で
、
平
城
京
お
よ
び
そ
の
前
後
の
旧
都
を
尋
ね
、
ま
た
そ
の
当
時
の
文
化
施
設
や
遺
跡
を
た
ど
っ
た
。
【
大
学
院
】
平
成
二
十
二
年
九
月
十
五
日
（
水
）
〜
十
七
日
（
金
）
奈
良
・
京
都
引
率
植
田
麦
助
教
日
本
語
日
本
文
学
研
究
を
受
講
す
る
大
学
院
生
を
対
象
と
し
て
、
学
部
の
旅
行
と
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
。
天
理
図
書
館
で
の
貴
重
書
閲
覧
、
奈
良
時
代
の
文
化
財
の
見
学
な
ど
、
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
特
別
講
演
会
開
催
平
成
二
十
二
年
度
国
文
学
科
特
別
講
演
会
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九
日
（
土
）
午
前
一
時
三
十
分
〜
二
時
三
十
分
香
雪
記
念
資
料
館
一
階
大
教
室
手
妻
の
愉
し
み
―
江
戸
文
学
と
奇
術
―
講
師
藤
山
新
太
郎
先
生
（
東
京
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
）
―１９１―
大
学
院
研
究
会
開
催
平
成
二
十
二
年
度
後
期
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
研
究
会
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
一
日
（
土
）
午
後
二
時
〜
午
後
六
時
三
十
分

館
１２４
教
室
【
研
究
発
表
】
大
伴
坂
上
郎
女
の
「
言
」
考
―
「
中
言
」
と
「
愛
し
き
言
」
を
中
心
に
―
博
士
前
期
課
程
１
年
日
野
恵
理
子
大
伴
家
持
「
庭
中
花
作
歌
」
研
究
博
士
前
期
課
程
１
年
清
水
典
子
「
老
人
」
と
「（
お
）
年
寄
（
り
）」
の
使
い
分
け
に
関
す
る
一
考
察
博
士
後
期
課
程
２
年
ポ
ロ
ン
ス
カ
イ
テ
・
ユ
ル
ギ
タ
「
こ
う
」
の
分
類
に
関
す
る
一
考
察博士
前
期
課
程
１
年
近
悠
美
【
講
演
】佐藤
春
夫
と
大
正
期
の
想
像
河
野
龍
也
専
任
講
師
中
世
末
期
日
本
語
の
時
間
表
現
―
体
系
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
効
性
―
福
嶋
健
伸
専
任
講
師
―１９２―
〈
編
集
後
記
〉
前
号
に
く
ら
べ
て
、
御
覧
の
よ
う
に
、
雑
誌
と
し
て
質
量
と
も
に
や
や
厚
み
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
過
去
数
年
に
遡
っ
て
み
る
と
、
執
筆
者
の
偏
り
は
否
め
ず
、
清
新
な
風
の
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
あ
ら
た
に
着
任
さ
れ
た
河
野
龍
也
専
任
講
師
を
は
じ
め
と
し
て
、
院
生
の
伊
藤
好
美
さ
ん
、
さ
ら
に
植
田
麦
助
教
と
い
う
、
若
々
し
い
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
好
ま
し
く
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
後
に
続
く
若
い
方
々
の
、
一
層
の
努
力
を
期
待
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
次
号
は
八
〇
号
と
な
り
ま
す
。
ひ
と
区
切
り
と
い
う
こ
と
で
、
編
集
委
員
会
で
は
記
念
特
大
号
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
国
文
学
科
の
専
任
教
員
は
全
員
、
何
ら
か
の
形
態
の
も
の
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
方
々
（
院
生
、
学
生
、
Ｏ
Ｇ
、
旧
教
員
）
に
も
、
こ
の
際
、
是
非
ご
寄
稿
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
執
筆
要
領
は
別
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
参
照
下
さ
い
。
（
横
井
孝
）
平
成
二
十
二
年
度
後
期
号
に
あ
た
る
第
七
十
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
論
文
の
他
、
翻
刻
紹
介
に
加
え
、
平
成
二
十
二
年
九
月
に
行
わ
れ
た
、
万
葉
旅
行
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
万
葉
旅
行
は
、
本
学
科
池
田
教
授
の
ほ
か
、
荒
金
助
手
と
私
植
田
が
引
率
と
し
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
万
葉
集
に
歌
わ
れ
る
故
地
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
登
場
す
る
神
や
人
物
を
祀
る
社
を
め
ぐ
り
、
文
学
作
品
が
単
な
る
情
報
の
集
積
で
は
な
い
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
私
事
で
す
が
、
平
成
二
十
三
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
実
践
女
子
大
学
を
退
職
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
三
年
間
と
い
う
時
間
が
長
か
っ
た
の
か
短
か
っ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
学
ぶ
こ
と
は
大
き
く
、
実
り
の
多
い
日
々
で
し
た
。
不
甲
斐
な
い
自
分
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
同
僚
の
教
職
員
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
任
期
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
環
境
で
は
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
植
田
麦
）
―１９３―
